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青森県とイオン株式会社との連携に関する包括協定について 

 
３月１１日（金）に発生した東日本大震災で被災された方々に、心よりお見舞い申

し上げるとともに、被災地域の一日も早い復興をお祈り申し上げます。 
 
 本日、青森県（知事：三村 申吾）とイオン株式会社（代表執行役社長：岡田 元也）は、

包括提携協定を締結する事で合意いたしましたのでご案内申し上げます。 

 

 青森県とイオンは２００９年１２月に防災協力協定を締結しておりますが、災害時の協

力に加え、双方が持つ資源を有効に活用し青森県の一層の活性化と県民サービスの向上に

協働して取り組むことを目的に今回、包括協定を締結いたします。 

 本協定により、青森県とイオンは、電子マネー「ＷＡＯＮ」の活用や地産地消・県産商 

品の販路拡大、観光・物産振興、地域防災、縄文ムーヴメントの推進など１１項目につい

て両者で協力してさまざまな取り組みを進めてまいります。 

 

 本協定の取り組みの第一弾として、「あおもりＪＯＭＯＮ ＷＡＯＮ」を４月３０日（土）

より発行いたします。このカードがイオンの店舗をはじめファミリーマートやマクドナル

ド、吉野家など全国１０３,０００箇所の「ＷＡＯＮ」加盟店で利用された金額の一部を  

イオンから青森県に寄付させていただき、青森県の縄文遺跡群の世界遺産登録に向けた普

及啓発活動に役立てていただきます。 

 

 イオンは、本提携を機に、これまで以上に青森県の協力を得ながら、東北の一日も早い

“復活”に少しでも寄与できるよう「がんばろう東北」をはじめとしたセールスプロモー

ションや東北エリアの観光ＰＲ等をイオンのショッピングセンターで実施してまいります。 

 

また、イオンは、青森県、岩手県、宮城県など今回の東日本大震災で激甚災害指定を受

けた７県の一日も早い復興に少しでもお役立ていただけるよう、お客さまからお寄せいた

だいた募金とイオンからの拠出金、そして、各県との防災協定に基づきお届けした支援物

資等、総額４１億円を寄贈させていただきました。 

 

 今後も当社は、地域社会の一員として、自治体をはじめ地域の皆さまと協力し、小売業

の事業特性を最大限活用した取り組みをすすめてまいります。 

 
記 

 

 

【本協定の概要】 

(１)ＩＣカード等を活用した地域振興や地域の活性化に関すること。 

(２)県産オリジナル商品の開発・販売や地産地消の推進及び加工産業の育成に関すること。 

(３)健康増進・食育・スポーツの振興に関すること。 

(４)観光・物産の振興に関すること。 

(５)地域防災への協力に関すること。 

(６)県政情報の発信に関すること。 

(７)子供・青少年の健全育成及び地域や暮らしの安全・安心に関すること。 

(８)高齢者及び障害者支援に関すること。 

(９)環境保全に関すること。 

(10)縄文ムーブメントの推進に関すること。 

(11)その他地域の活性化及び県民サービスの向上に関すること。 
 



【「あおもりＪＯＭＯＮ ＷＡＯＮ」の概要】 
 発 行 開 始：２０１１年４月３０日（土） 
カード販売場所：青森県内のイオンやマックスバリュ、サンデー、イオンスーパーセン

ターなど３５店舗で販売をスタートし、その後順次拡大予定 
カード販売目標：初年度５万枚 
発 行 手 数 料：１枚３００円（税込み） 
チャージ可能金額：上限５万円（一回あたりのチャージ金額は２万９千円です） 

 
 
「あおもりＪＯＭＯＮ ＷＡＯＮ」カードデザイン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ご参考】 
「ＷＡＯＮ」の発行枚数等（２０１１年２月末現在） 

 累計発行枚数：約１,８５０万枚 

 月間利用件数：約４,０９０万件 

月間利用単価：約１,７３０円 

利用可能箇所：約１０３,０００箇所（※自販機、ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ端末約 53,300 箇所含む） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 


